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ま
す
。
新
年
度
予
算
は
、
伊
豆
の
国
の
次

の
新
し
い
10
年
に
向
け
た『
安
心
と
未
来

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
予
算
』と
位
置
づ
け
、

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
、
防
災

対
策
な
ど
の
重
点
施
策
を
着
実
に
推
し
進

め
る
一
方
、
韮
山
反
射
炉
の
世
界
遺
産
登

録
の
推
進
な
ど
、
伊
豆
の
国
市
の
発
展
に

不
可
欠
な
施
策
を
積
極
的
に
予
算
化
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
『
安
心
と
未
来
づ
く
り
』

を
具
現
化
し
て
い
く
に
あ
た
り
、『
７
つ

の
命
題
』に
沿
っ
て
、
平
成
26
年
度
の
重

点
施
策
の
大
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
就
任
後
、
７
つ
の
命
題
に
沿

っ
て
粛

し
ゅ
く
し
ゅ
く々と
市
政
運
営
を
進
め
て
い
ま

す
。
安
全
安
心
の
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
に
、
ま
た
子
育
て
支
援
、
教
育
環

境
の
充
実
、待
っ
た
な
し
の
防
災
対
策
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
諸
問
題
へ
の
対

応
、
観
光
地
の
賑に

ぎ

わ
い
を
取
り
戻
す
こ

と
は
も
と
よ
り
、
農
業
・
商
工
業
を
一

体
化
さ
せ
た
６
次
産
業
の
発
展
を
期
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
施
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
伊
豆
の
国
市
制

施
行
10
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り

平成 26年度市長施政方針

平
成
26
年
度
市
長
施
政
方
針（
一
部
要
約
※
）

　

昨
年
４
月
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
、
伊
豆
の
国
市
政
の
舵
取
り
を

任
さ
れ
て
か
ら
、
10
カ
月
を
数
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
・
観
光
・
産
業
経
済

雇
用
対
策
の
強
化
と
充
実

２
１
．６
次
産
業
化
の
推
進

魅
力
あ
る
農
業
の
振
興
と
し
て
、
商
工
と
農

子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策

女
性
の
就
業
支
援

３
１
．放
課
後
児
童
教
室
の
拡
充

放
課
後
児
童
教
室
の
施
設
拡
充
を
進
め
、
平

成
27
年
度
か
ら
小
学
４
年
生
を
受
け
入
れ
る

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

２
．小
中
学
校
遠
距
離
通
学
の
支
援

遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
の
バ
ス
定
期
代
に
対

し
て
、
小
学
生
は
全
額
補
助
、
中
学
生
は
35

％
の
自
己
負
担
分
の
み
で
の
窓
口
購
入
を
可

能
と
し
、
保
護
者
負
担
の
解
消
と
軽
減
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

３
．児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備

支
援
が
必
要
な
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
通

所
支
援
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
相
談

体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
度

か
ら
の
開
設
に

向
け
て
、
児
童

発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
施
設
整

備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。教

育
・
人
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

４１
．長
岡
中
学
校
、
韮
山
中
学
校
の
空
調
機

　

  

の
整
備

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
と
し
て
、
防
災
や
安

全
衛
生
面
に
お
け
る
配
慮
だ
け
で
な
く
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
学
校
施
設
整
備
の
充

実
に
努
め
て
い
く
と
共
に
、
長
岡
中
学
校
お

よ
び
韮
山
中
学
校
の
教
室
す
べ
て
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
ま
す
。

２
．野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
整
備

青
少
年
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
旧
大

仁
東
小
学
校
を
新
た
に
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

と
し
て
整
備
し
ま
す
。

３
．こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
夢
の
教
室
』

　

   

の
開
催

市
内
小
学
校
５
年
生
全
員
を
対
象
と
し
て
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

防
災
対
策
基
盤
の
整
備

５１
．防
災
ラ
ジ
オ
の
整
備

災
害
発
生
時
に
必
要
な
情
報
が
迅
速
か
つ
正

確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
同
報
無
線
難
聴
地

域
の
解
消
を
含
め
、
災
害
情
報
伝
達
の
強
化

と
し
て
、
同
報
無
線
を
個
別
に
受
信
で
き
る

機
能
を
備
え
た
ラ
ジ
オ
を
市
民
に
頒は

ん

布ぷ

し
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
よ
り
一
層
強
固
に
し

て
い
き
ま
す
。

２
．プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
‐
０
』

　

   

と
大
規
模
建
築
物
耐
震
化
支
援
の
実
施

一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
た
め
に
、
耐
震

診
断
や
耐
震
補
強
工
事
等
に
関
す
る
助
成
を

行
い
、
木
造
住
宅
や
大
規
模
建
築
物
な
ど
の

耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。

３
．韮
山
跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
の
耐
震
対
策
の
実
施

道
路
に
お
け
る
重
要
路
線
の
耐
震
補
強
整
備

の
充
実
を
図
る
た
め
、
韮
山
跨
線
橋
の
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

４
．学
校
な
ど
へ
の
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ

　

   

ム
の
整
備

市
内
の
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校

す
べ
て
に
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
の
防
災

対
策
に
努
め
ま
す
。

６
地
域
連
携
の
医
療
・
介
護
・

福
祉

１
．温
泉
を
利
用
し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

乳
幼
児
か
ら
小
・
中
学
校
ま
で
の
食
育
事
業

を
推
進
す
る
と
共
に
、
健
康
・
温
泉
・
食
・

運
動
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
自
分
の
健
康
は
自

分
が
つ
く
る
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
、
温
泉
を
利
用
し
た
健
康
づ
く
り
を
拡
充

し
て
い
き
ま
す
。

２
．高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
の
支
援

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
社
会
福

祉
法
人
が
行
う
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

施
設
整
備
を
支
援
し
、
施
設
入
所
待
機
者
の

解
消
を
図
り
ま
す
。

３
．ご
用
聞
き
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
ご
用
聞
き

サ
ー
ビ
ス
事
業

を
開
始
し
、
軽

度
の
日
常
生
活

援
助
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

７
行
財
政
改
革

１
．事
務
事
業
評
価
の
実
施

市
民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

的
に
提
供
す
る
た
め
、25
年
度
に
引
き
続
き
、

事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

２
．公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
策
定

効
率
的
に
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
施
設

の
複
合
化
や
統
廃
合
な
ど
を
検
討
す
る
た

め
、公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

３
．市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

　

   

の
創
設

市
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携

し
、
市
民
の
声
が
活い

か
さ
れ
た
、
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
提

案
型
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

４
．総
合
窓
口（
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）の
配
置

庁
舎
に
訪
れ
る
皆
様
へ
の
利
便
性
と
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
役
所
伊

豆
長
岡
庁
舎
１
階
の
正
面
に
市
役
所
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
、総
合
案
内
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

ジ
ェ
ク
ト
『
夢
の
教
室
』
を
開
催
し
、
将
来

の
伊
豆
の
国
市
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
持
ち
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

機
会
を
創
出
し
ま
す
。

４
．市
制
10
周
年
記
念
事
業
の
開
催

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
背

景
に
、
賑に

ぎ

わ
い
を
生
む
市
民
の
交
流
と
市
民

の
融ゆ
う
わ和
、
一
体
感
を
醸
じ
ょ
う
せ
い成
し
、
未
来
に
向
か

っ
て
力
強
く
歩
ん
で
い
く
た
め
、
市
制
施
行

10
周
年
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
と
未
来
づ
く
り
の

　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
予
算

安
心
と
未
来
づ
く
り
の

　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
予
算

小
野 

登
志
子

１
．通
学
路
の
整
備

通
学
路
の
整
備
や
歩
道
へ
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
整
備
を
行
い
、
通
学
す
る
児
童
生
徒
や

歩
行
者
お
よ
び
車
両
の
安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。

２
．韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
太
陽
光
発

　

   

電
な
ど
の
整
備

韮
山
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
大
規
模
な
災

害
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
に
も
な

る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
必
要
最
小

限
の
電
力
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
の
た
め
、
太
陽
光
発
電

設
備
お
よ
び
蓄
電
池
を
設
置
し
ま
す
。

３
．広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
候
補
地
選

定
委
員
会
で
の
施
設
建
設
候
補
地
応
募
申
請

地
に
対
す
る
審
査
を
踏
ま
え
、
26
年
度
内
に

は
、
施
設
建
設
地
を
決
定
で
き
る
よ
う
、
伊

豆
市
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

４
．神
島
ポ
ン
プ
場
の
整
備

生
活
排
水
、雨
水
処
理
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
神
島
・
中
島
地
区
の

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
神
島
ポ
ン

プ
場
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
の

暮
ら
し
を
実
現

１

※
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

業
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
た
め
、
農
業
の
６

次
産
業
化
の
推
進
に
向
け
た
専
任
の
組
織
を

設
け
、事
業
化
へ
の
調
査
、検
討
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

２
．韮
山
反
射
炉
世
界
遺
産
登
録
の
推
進

韮
山
反
射
炉
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
、

周
辺
整
備
を
実
施
す
る
た
め
、
関
係
す
る
土

地
な
ど
の
取
得
を
進
め
る
と
共
に
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
の
夏
ご
ろ
に
は
、
韮
山
反
射
炉
に

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
で

あ
る
イ
コ
モ
ス
の
現
地
調
査
が
入
る
予
定
の

た
め
、
万
全
の
準
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

３
．伊
豆
の
国
大
時
代
祭
の
開
催

伊
豆
の
国
市
の
古
代
か
ら
の
歴
史
や
伝
統
を

背
景
に
、
伊
豆
の
国
の
歴
史
絵
巻
を
表
現
し

た
行
列
を
核
と
す
る
、
伊
豆
の
国
大
時
代
祭

を
開
催
し
ま
す
。

私
は
、
市
民
の
皆
様
が
こ
の
ま
ち
に
誇

り
と
自
信
を
も
っ
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
の
世
代
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
伊
豆
の
国
市
を
創
り
上
げ
た
い
、

と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
、
こ
れ
ら
の
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
長


